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防
火
水
槽
で
す
。
消
火
栓
と
は
違
っ
て
、
こ
れ
は
消

防
車
が
到
着
し
て
使
用
す
る
大
き
な
貯
水
槽
で
す
。

『
防
火
水
そ
う
』
と
目
立
つ
よ
う
に
標
識
が
立
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
意
識
し
て
そ
の
位
置
も
知
っ
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。
近
く
に
は「
消
火
ホ
ー
ス
格
納
箱
」

「
消
火
器
」
の
収
納
箱
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

その 3

防火水そう

　

９
月
29
日
の
日
曜
日
に
武
蔵
台
・
横

手
地
区
体
育
祭
が
気
持
ち
の
良
い
秋
晴

れ
の
な
か
、
武
蔵
台
小
学
校
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
進
行
や
片
づ
け
ま
で
多
く

の
方
が
協
力
さ
れ
、
親
睦
の
深
ま
っ
た

体
育
祭
で
し
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
お

武蔵台
横手台地区体育祭開催

す
し
、
実
況
を
担
当
し
て
い
た
中
学
生

の
お
子
さ
ん
が
体
育
祭
を
上
手
に
盛
り

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
タ
イ
ム
の
演
技
、
Ｐ
Ｒ

も
地
域
で
の
活
動
を
知
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
広
報
の
役
員
と
し
て
写
真
を

撮
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
競
技
を
最
初

か
ら
最
後
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
お
姿
を
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で

き
、
私
自
身
も
充
実
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

写
真
を
撮
っ
て
い
て
気
付
い
た
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
の
後
方
に
山
が

写
り
こ
む
写
真
が
あ
り
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
に
住
ん
で
い
る
の
だ
な
、
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
地
区
対
抗
戦
と
い
う
こ

と
も
あ
り
激
戦
の
結
果
、
武
蔵
台
と
横

手
台
の
得
点
は
23
対
19
で
武
蔵
台
が
連

続
優
勝
を
し
ま
し
た
。
内
訳
は
表
の
通

り
で
す
。

　

来
年
は
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
、
楽
し
み
で
す
ね
。

（
写
真
を
撮
る
合
間
に
い
た
だ
い
た
、

お
に
ぎ
り
と
あ
た
た
か
い
豚
汁
が
と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
）�

（
広
報
部
）
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世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
ご
挨
拶
で

き
る
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
の
ど
の
競
技
も
い

ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
が
無
理
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
か
た
で
参
加
で
き
る

の
が
い
い
で
す
ね
。
参
加
さ
れ
た
方
た

ち
の
応
援
も
最
後
ま
で
温
か
か
っ
た
で

　10月19・20日の両日、今年で30回を迎えた武
蔵台公民館文化祭が開催されました。
　公民館の「つくろう仲間・広がる心」をスロー
ガンに大勢のスタッフの尽力のもと、さまざまな
企画が展開されました。
　屋外の模擬店ではタコ焼き、ヤキソバ、パンを
はじめ花苗、新鮮野菜などのコーナーで元気あふ
れる呼び込みの声が聞こえていました。ゲーム
コーナーでは、子供達が賞品目指して頑張って
いました。また、バザーのコーナーでは衣類、雑
貨、日用品、ぬいぐるみなどが出品され大勢の人
で賑わっていました。
　多目的ホールで行われた舞台・フロア発表では
各団体の日頃の練習成果が発表され、今年初参加
の武蔵台小学校バトンクラブの素晴らしい演技は
大きな拍手を受けていました。
　この他、各サークルの展示会では、手編み、
レース編み、木彫り、水彩画、写真、書道、俳句、

　武蔵台公民館文化祭「フェスタ武蔵台2013」
川柳、折り紙等々が発表され、スイーツデコスト
ラップ作りの体験コーナーなどもあり、みんなが
参加することができる楽しい文化祭となっていま
した。
　昭和から続いている公民館文化祭は、高齢化が
進む武蔵台住民の近隣との連携をより深めるコ
ミュニケーションの場として大きな役割を果たし
ています。来年以降も今年以上に盛り上がりのあ
る文化祭となることを期待してやみません。
� （広報部）
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平
成
25
年
9
月
21
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時
10
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

　

冒
頭
、
会
長
よ
り
昨
日
９
月
20
日
（
金
）

朝
10
時
半
頃
、
中
央
通
り
と
東
西
通
り
の
交

差
点
で
大
き
な
事
故
が
あ
り
、
幸
い
死
亡
事

故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
救
急
車
、
パ
ト

カ
ー
、
消
防
車
ま
で
出
動
し
大
変
な
騒
ぎ
と

な
っ
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
注
意
し
て
欲
し
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）武
蔵
台
・
横
手
台
体
育
祭
開
催
に
つ
い

て
《
皆
川
体
育
部
長
》

　

①
体
育
祭
準
備
担
当
役
割
に
つ
い
て

　

②
昼
食
準
備
の
役
割
に
つ
い
て

　
　

役
員
の
皆
様
は
各
役
割
分
担
に
従
っ

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
昼
食
準

備
に
つ
い
て
も
各
部
か
ら
人
を
出
し
て

頂
き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
２
）	

各
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

ａ
あ
り
方
検
討
委
員
会
内
容《
西
條
委
員
長
》

　

①
選
挙
管
理
規
程
に
つ
い
て

　

②
会
計
規
程
に
つ
い
て

　
　

本
日
16
時
か
ら
検
討
会
を
開
催
し
た
。

次
回
に
は
選
挙
管
理
規
程
の
改
定
案
及

び
新
た
な
会
計
規
程
に
つ
い
て
細
部
の

検
討
を
行
う
予
定
。

　

平
成
25
年
度
（
９
月
）

　

第
６
回
定
例
役
員
会
報
告

ｂ
少
子
高
齢
化
委
員
会
内
容
《
桂
委
員
長
》

①
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

坂
道
の
多
い
団
地
で
あ
る
た
め
、
高

齢
の
方
や
車
の
運
転
が
で
き
な
い
方
、

普
段
家
人
が
車
を
使
用
し
て
い
る
の
で

移
動
が
困
難
と
い
う
方
が
増
え
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
移
動
も
億
劫
に
な
り
、

不
便
さ
の
あ
ま
り
引
き
こ
も
り
気
味
に

な
り
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
も
薄
く

な
れ
ば
街
全
体
の
活
力
が
衰
え
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
。
こ
の
街
に

住
ん
で
良
か
っ
た
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
と
思
え
る
た
め
に
も
自
由
な
移
動
手

段
の
確
保
は
喫
緊
の
取
り
組
み
課
題
と

考
え
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
い
る
。
検
討
案
に
つ
い
て
は

ま
と
ま
り
次
第
報
告
の
予
定
。

②
子
ど
も
会
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

子
ど
も
会
の
設
立
に
向
け
て
、
父
兄

や
子
供
た
ち
と
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
、

武
蔵
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
少

少
年
団
、
青
少
年
健
全
育
成
会
な
ら
び

に
地
域
の
協
力
団
体
（
民
生
委
員
・
福

祉
ネ
ッ
ト
）
に
声
か
け
を
し
、
６
月
と

９
月
に
子
ど
も
会
に
つ
い
て
検
討
会
を

実
施
し
た
。
子
ど
も
会
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
共
通
認
識
に
立
っ
た
中
で
色
々

な
意
見
交
換
を
行
い
、「
子
ど
も
会
」
と

い
う
組
織
を
い
き
な
り
立
ち
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
色
々
な
行
事
を
実
施
し
な

が
ら
組
織
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

次
回
会
合
で
今
年
度
ど
ん
な
行
事
を
す

（2）

る
か
検
討
す
る
事
と
な
っ
た
。

ｃ
自
主
防
災
委
員
会
内
容
《
松
浪
委
員
長
》

①
各
地
区
（
丁
目
ご
と
）
の
防
災
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

９
月
８
日
に
防
災
訓
練
を
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
結
果
、
ど

こ
に
消
火
栓
・
ホ
ー
ス
が
有
り
、
消
火

の
際
の
水
の
飛
ぶ
距
離
も
確
認
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
各
丁
目
ご
と
に
消
火
訓
練

を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

手
始
め
に
３
丁
目
が
防
災
訓
練
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

ｄ
環
境
改
善
委
員
会
内
容
《
村
端
委
員
長
》

①
10
月
の
大
掃
除
に
つ
い
て

　

10
月
６
日
の
大
掃
除
に
つ
い
て
は
、

９
月
29
日
の
体
育
祭
の
雨
天
の
予
備
日

に
当
た
っ
て
お
り
、
10
月
の
13
日
に
１

週
間
繰
り
下
げ
て
実
施
す
る
予
定
。

②
一
斉
掃
除
に
お
け
る
問
題
場
所
に
つ

い
て

　

一
斉
大
掃
除
に
つ
い
て
は
、
割
当
箇

所
等
問
題
が
色
々
山
積
し
て
お
り
、
11

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
そ
の
解
決
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
予
定
。

（
３
）	

自
治
会
所
有
山
林
下
草
刈
り
に
つ
い
て

　

明
日
８
時
半
に
中
学
校
前
に
集
合
し

下
草
刈
り
を
行
う
予
定
。

（
４
）	

文
化
祭
（
10
／
19
・
20
）
出
店
協
力

に
つ
い
て

　

夏
祭
り
の
模
擬
店
の
た
こ
焼
き
が
大

好
評
の
た
め
、
文
化
祭
へ
の
出
店
を
計

画
。

　

10
月
１
日
付
け
の
回
覧
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
９
月
20
日
午
前
10
時
ご
ろ
、

中
央
通
り
と
東
西
通
り
の
交
差
点
で
ト

ラ
ッ
ク
と
乗
用
車
の
出
合
い
が
し
ら
に
よ

る
衝
突
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
東
西
通
り

の
一
時
停
止
を
見
落
と
し
た
た
め
の
事
故

で
、
衝
突
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
乗
用
車

は
歩
道
に
乗
り
上
げ
横
転
し
、
民
家
の
柵

塀
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
歩
行
者
を
巻
き

込
む
事
故
で
な
か
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の

幸
い
で
し
た
。

　

中
央
通
り
は
下
り
坂
で
、
制
限
速
度
を

超
え
て
走
る
車
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
そ

の
た
め
、
と
っ
さ
の
飛
び
出
し
に
対
応
が

出
来
ず
こ
れ
ま
で
の
事
故
が
殆
ど
民
家
に

飛
び
込
む
か
、
石
垣
に
激
突
す
る
な
ど
大

き
な
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
見
た
住
民
の
多
く
の
方
々
は
、

度
重
な
る
事
故
に
不
安
を
訴
え
て
い
ま
し

車
両
事
故
に
つ
い
て

た
。

　

何
は
と
も

あ
れ
、
先
ず

は
危
険
を
回

避
で
き
る
余

裕
を
も
っ
た

安
全
運
転
を

心
が
け
ね
ば

と
痛
感
し
ま

し
た
。

�

（
広
報
部
）
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◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

２
丁
目
地
区
長
よ
り
、
留
守
宅
や
空
き
家

で
雑
草
が
生
い
茂
り
大
変
困
っ
て
い
る
、
何

と
か
な
ら
な
い
の
か
。

　

６
丁
目
地
区
長
よ
り
、
防
災
訓
練
の
実
施

に
つ
い
て
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

訓
練
が
女
性
で
も
本
当
に
出
来
る
の
か
ど
う

か
、
危
険
は
な
い
か
ど
う
か
の
不
安
で
あ

る
。先
日
の
訓
練
で
も
専
門
家
の
方
か
ら
は
、

女
性
が
消
火
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
か
な
り

危
険
な
の
で
我
々
が
到
着
す
る
ま
で
待
っ
て

貰
っ
た
方
が
良
い
と
い
う
話
し
も
あ
っ
た
。

ま
た
、訓
練
の
実
施
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

か
な
り
反
対
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

７
丁
目
地
区
長
よ
り
、
７
丁
目
の
外
周
道

路
に
約
２
ヶ
月
ほ
ど
２
台
の
迷
惑
駐
車
が
あ

り
、
注
意
喚
起
し
て
解
決
し
た
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
、
各
部
報
告
◆

（
１
）	

会
計
部

　

夏
祭
り
実
績
報
告

（
２
）	

広
報
部

　

昨
日
の
事
故
も
あ
り
、
11
月
号
の
武
蔵

台
だ
よ
り
で
は
事
故
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
を
掲
載
し
た
い
。

（
３
）	

安
全
対
策
部

　

10
月
上
旬
に
街
路
灯
球
切
れ
多
数
発

生
、
原
因
は
落
雷
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
損
傷

（
４
）	

環
境
衛
生
部

　

９
月
17
日
市
役
所
（
建
設
課
）
よ
り
ゴ

ミ
袋
２
、４
０
０
枚
を
受
領

（
５
）	

文
化
厚
生
部

　

10
月
９
日
（
水
）
武
蔵
台
サ
ロ
ン
開
催

予
定

（
６
）	

体
育
部

　

11
月
３
日
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ

ン
ク
を
実
施
予
定

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）	

会
長

ａ
フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
運
動
会
（
10
／
５
）

午
前
９
時　

中
の
田
公
園

ｂ
青
少
年
健
全
育
成
会
役
員
会
（
10
／
５
）

午
後
７
時　

公
民
館

ｃ
福
祉
ネ
ッ
ト
定
例
役
員
会
（
10
／
９
）

午
前　

２
丁
目
サ
ロ
ン

ｄ
移
送
サ
ー
ビ
ス
住
民
説
明
会
開
催
（
10

／
26
）　

午
後
１
時　

公
民
館

（
２
）
区
長

ａ
榎
田
緑
地
（
西
部
線
沿
い
周
辺
）
の
樹

木
伐
採
済
み

  

榎
田
緑
地
の
東
屋
に
行
く
途
中
の
樹
木

伐
採
計
画
（
26
年
度
計
画
）

ｂ
学
校
通
り
道
路
補
修
と
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

交
換
工
事
実
施

ｃ
さ
く
ら
通
り
歩
道
区
分
用
鉄
鋲
（
区
長

要
望
）
早
期
撤
去
を
行
う
。
撤
去
後
の

安
全
対
応
は
検
討
中

ｄ
４
丁
目
フ
ェ
ン
ス
の
有
刺
鉄
線
切
れ
著

し
く
、
危
険
防
止
に
向
け
鉄
線
の
除
去

を
行
う
（
住
民
よ
り
の
要
請
）

ｅ
25
年
度
社
協
会
費
実
績　

　

社
資
会
員
３
３
３
、０
０
０
円
、

　

募
金
１
７
、２
４
５
円
、

　

合
計
３
５
０
、２
４
５
円

ｆ
高
麗
神
社
例
大
祭
（
10
／
19
）

ｇ
９
月
16
日
の
台
風
に
よ
る
街
路
樹
倒
木

４
本
に
つ
い
て
除
去

�

以
上

自治会所有地の草刈り
　９月22日（日）、秋分の日のさなか大勢の参加者
を得て、自治会所有地の山林下草刈りが行なわれ
ました。前日までのさわやかな秋晴れとうって変
わり、むし暑く生茂った雑草のむれる中での作業
でした。今年が2回目とあって、参加者は前回経
験した役員の指導のもと自治会が用意した草刈り
機、草刈鋏を手に、あらかじめ4箇所に分担された
ゾーンにむかい作業を行ないました。
　平地の草刈り、山道に生茂る雑草の刈り込みに
は、新たに植えられた苗木に注意しながら作業が
進められ11時過ぎに事故もなく無事に終了しまし
た。
　写真は今回の草刈りに参加してくださった方々
です。� （広報部）

《集団資源回収状況報告》
皆様には、日頃集団資源回収にご協力有難うございます。
日高市から、回収された資源に対し、自治会に10円 /kgが交付されます。
前回の報告（4・5月分）に6月～9月分を加えて資源回収状況を報告いたします。（環境衛生部）

区分 （単位） ４月 ５月
36,710 31,410古紙類  Kg

30 50牛乳パック  Kg
2,110 2,490繊維類  Kg
38,850 33,950合計  Kg
388,500 339,500 金額 円

６月 ７月
32,020 31,950 

40 30 
2,310 2,280 
34,370 34,260 
343,700 342,600 

８月
33,740 

90 
1,720 
35,550 
355,500  

９月
31,230 

90 
1,330 
32,650 
326,500 

合計
197,060 

330 
12,240 
209,630 
2,096,300 
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平
成
25
年
10
月
19
日
（
土
）

午
後
6
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

　

少
子
高
齢
化
委
員
会
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
の

協
議
事
項
に
、
日
高
市
役
所
交
通
政
策
課
主

幹
と
主
査
の
２
名
が
特
別
に
出
席
し
た

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）	

各
委
員
会
報
告
と
検
討

ａ
少
子
高
齢
化
委
員
会

①
子
ど
も
会
に
つ
い
て

　

仮
称
「
子
ど
も
会
準
備
委
員
会
」
と

し
、
年
度
内
に
何
か
一
つ
行
事
を
し
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
企
画
検
討
す
る

こ
と
と
に
し
た
。

②
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

委
員
会
と
し
て
検
討
の
素
案
が
ま
と

ま
っ
た
こ
と
か
ら
会
員
の
意
見
や
提
案

を
受
け
る
た
め
、
10
月
26
日
（
土
）
委

員
会
案
の
説
明
会
を
計
画
す
る
。

ｂ
自
主
防
災
委
員
会

　

丁
目
ご
と
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

ｃ
あ
り
方
検
討
委
員
会

　

役
員
選
出
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

ｄ
環
境
対
策
委
員
会

　

掃
除
区
分
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

（
２
）	

街
路
樹
伐
採
後
の
対
応
に
つ
い
て

ａ
ア
カ
シ
ヤ
通
り
３
丁
目
（
赤
坂
公
園
付

近
）
２
丁
目
（
滝
不
動
通
り
）
空
白
街

　

平
成
25
年
度
（
10
月
）

　

第
７
回
定
例
役
員
会
報
告

路
枡
の
対
応

ｂ
入
口
公
園
（
ア
カ
シ
ヤ
通
り
側
の
法
面
）

の
樹
木
伐
採
後
の
対
応
。

ｃ
交
差
点
（
東
西
通
り
と
中
央
通
り
交
差

場
所
）
交
通
事
故
を
受
け
間
際
の
樹
木
・

草
花
伐
採

ｄ
今
後
に
向
け
た
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
街
路
樹

の
代
替
樹
種
に
つ
い
て
検
討

　
　

現
在
空
白
に
な
っ
て
い
る
街
路
枡
及

び
法
面
の
伐
採
後
は
、
基
本
的
に
何
ら

か
の
樹
木
を
植
樹
す
る
。
ま
た
、
街
路

樹
の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
代
替
樹
種
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

（
３
）
地
内
擁
壁
に
あ
る
有
刺
鉄
線
除
去
に

つ
い
て

　

風
雨
及
び
経
年
劣
化
で
有
刺
鉄
線
切

れ
が
あ
り
、
危
険
防
止
と
景
観
改
善
の

た
め
撤
去
を
検
討

　

現
在
数
カ
所
あ
る
有
刺
鉄
線
に
つ
い

て
は
撤
去
し
、
そ
の
た
め
の
斜
め
に

な
っ
て
い
る
鉄
骨
部
分
も
取
り
払
う
方

向
で
検
討
す
る
（
来
年
度
予
算
）。

（
４
）
体
育
祭
の
反
省
を
踏
ま
え
て

　

昼
食
提
供
の
あ
り
方
検
討
（
横
手
台

区
と
の
関
係
に
つ
い
て
）

　

体
育
祭
の
昼
食
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ

少
所
属
の
横
手
台
の
子
供
た
ち
が
数
多

く
食
べ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
今
後
横

手
台
と
合
同
で
の
昼
食
提
供
を
検
討
し

て
い
く
。

（
５
）	

そ
の
他

ａ
日
高
市
消
防
団
協
力
金
の
支
払
い
に
つ

い
て

ｂ
歳
末
助
け
合
い
募
金
の
集
金
取
り
扱
い

に
つ
い
て

　
　

歳
末
助
け
合
い
に
つ
い
て
は
、
11
月

末
ま
で
に
集
金
を
し
た
い
。

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

１
丁
目
地
区
長
よ
り
、
武
蔵
台
の
地
図

上
で
防
災
上
の
必
要
箇
所
の
表
示
が
欠
落

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
各
副
地
区
長
に

確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

６
丁
目
地
区
長
よ
り
、
電
柱
を
支
え
る

ワ
イ
ヤ
ー
に
絡
ま
っ
て
い
る
草
は
ど
こ
が

取
り
除
く
の
か
。
ま
た
、
学
校
通
り
の
中

学
校
入
り
口
ま
で
の
部
分
で
、
街
路
樹
の

支
柱
が
倒
れ
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

早
急
に
撤
去
し
て
ほ
し
い
。

　

７
丁
目
地
区
長
よ
り
、
外
周
通
り
の
外

側
の
榎
田
緑
地
部
分
に
倒
木
が
有
る
の
で

撤
去
し
て
ほ
し
い
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
、
各
部
報
告
◆

（
１
）	

事
務
局

　

来
客
用
テ
ー
ブ
ル
（
簡
易
式
）
及
び
Ｐ

Ｃ
の
購
入

（
２
）	

会
計

　

体
育
祭
経
費
実
績
報
告
（
予
算
対
比
）

及
び
自
治
会
費
下
期
分
の
集
金
に
つ
い
て

（
３
）	
広
報
部

　

武
蔵
台
便
り
11
月
号
発
行
に
向
け
て

（
４
）	
安
全
対
策
部

　

地
域
別
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
実
施
予

定
場
所
（
10
／
20
日
３
丁
目
・
２
丁
目
）

（
５
）	

環
境
衛
生
部

　

一
斉
掃
除
の
結
果
に
つ
い
て
（
実
態
調

査
の
検
証
に
つ
い
て
）

　

10
月
４
日
、滝
不
動
通
り
の
一
部
清
掃
に

西
武
検
修
所
の
実
施
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

（
６
）	

文
化
厚
生
部

　

11
月
13
日
（
水
）「
武
蔵
台
サ
ロ
ン
」
開

催
予
定
。
10
月
実
施
し
た
大
道
芸
が
好
評
。

（
７
）	

体
育
部

　

11
月
３
日
（
日
）
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ペ
タ
ン
ク
大
会
開
催
に
つ
い
て

（4）

　

あ
の
猛
暑
に
耐
え
た
強
敵
の
雑
草
に
は

苦
戦
の
末
に
勝
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
後

か
ら
来
て
先
に
清
掃
を
終
え
た
親
子
の
連

係
プ
レ
ー
の
良
さ
に
は
あ
っ
さ
り
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。�

（
広
報
部
）

第
３
回　

団
地
内
大
掃
除

体育部から
お知らせ

日時　11月 3日（日）
	　　　午前９時まで、
	　　　会場にて参加受付
	　　　午前９時半、
　　　　　　競技開始
場所　武蔵台小学校
　　　　　　　グランド

グランドゴルフ＆
ペタンク大会

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。
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◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）	

会
長

ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
山
林
下
草
刈
実

施
（
総
勢
43
名
参
加
）（
９
／
22
（
日
））

ｂ
自
治
会
館
耐
震
調
査
実
施
完
了
（
10
／

２
（
水
））

ｃ
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
市
役
所
・
国

際
興
業
バ
ス
と
打
合
せ（
10
／
４（
金
））

ｄ
フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
運
動
会
出
席
（
10
／

５
（
土
））

ｅ
神
奈
川
県
大
和
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移

送
サ
ー
ビ
ス
を
視
察
（
10
／
11
（
金
））

ｆ
役
員
有
志
に
よ
る
予
備
清
掃
実
施
（
ア

カ
シ
ヤ
通
り
入
口
公
園
側
）（
10
／
12

（
土
））

ｇ
文
化
祭
（
た
こ
焼
き
出
店
応
援
）（
10

／
19
・
20
（
土
・
日
））

ｈ
移
送
サ
ー
ビ
ス
住
民
説
明
会
（
午
後

１
時
よ
り
武
蔵
台
公
民
館
）（
10
／
26

（
土
））

（
２
）
区
長

ａ
学
校
通
り
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
交
換
工
事　

14
箇
所
10
月
７
日
よ
り
18
日
ま
で
実
施

ｂ
高
麗
神
社
例
大
祭
（
10
／
19
（
土
））

ｃ
市
・
東
急
不
動
産
所
有
地
の
定
例
草
刈

実
施
（
10
月
～
11
月
末
）

ｄ
学
校
通
り
４
丁
目
16
─
７
の
桜
の
木
除

去
（
根
に
よ
る
歩
道
損
傷
と
民
地
内
に

根
侵
入
の
た
め
）

ｅ
中
の
田
公
園
広
場
法
面
の
土
砂
崩
れ
応

急
処
置
（
土
嚢
設
置
）、
来
年
度
本
格

修
理
予
定　

ｆ
25
年
度
社
協
会
費
の
実
績

ｇ
街
路
樹
剪
定
実
施
（
10
月
～
26
年
２
月

中
旬
）
①
学
校
通
り
②
ア
カ
シ
ヤ
通
り

４
丁
目
③
中
央
通
り
④
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

周
辺
⑤
１
丁
目
東
西
通
り
⑥
ア
カ
シ
ヤ

通
り
１
丁
目

武
蔵
台
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

日
時
：
11
月
13
日
（
水
）

時
間
：
13
時
～

場
所
：
自
治
会
館
２
階

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会　

文
化
厚
生
部

　9月 8日（日）10時～ 12時、中の田公園において防災訓練が実施されました。
　当日は雨の予報で防災訓練の実施が危ぶまれましたが、曇り空ながらも 100 人程の参
加がありました。
　初めに安全対策部長より、日高市の地質的観点から、大地震で起こりうる災害の一つ、
火災について説明を受けました。日高市のなかでは、私達が居住している武蔵台は、比
較的地震に強い地盤で形成されているそうです。市役所付近から東部は、武蔵台ほど地
盤が強いとは言えず、もし広域で火災が発生した場合、被害の想定から、消防車がすぐ
に来てくれるとは限らないとの事です（通常、消防車の現地到着は、平均8分だそうです）。
そのため防災訓練は、危機管理意識を持つためにも必要な訓練であると認識しました。
　①煙体験訓練
　火災時発生する煙の中を歩行する体験で、参加者全員が行いました。特設の煙体験ハ
ウスに入る前、西部広域消防署の方から注意を聞き、姿勢を低くして入りましたが、中
は視界が悪く、もし火災時の煙であったなら、呼吸も困難になるであろうと想像しまし
た。
　②消火訓練（放水訓練、消火栓の説明）
　二班に分かれて、放水訓練と消火栓の説明を受けました。放水訓練では、消防分団の
方から放水時のホースにかかる水圧による危険等の注意事項、および装着、放水に至る
までの説明を受けた後、代表者が実践しました。この放水作業は、私も会社の訓練で行っ
た事がありますが、水圧が強いため、一人では危険行為となります。
　消火栓の説明では、格納庫にあるホースや、関連器具について、その後実際に消火栓
の場所に行き、ホースの装着及び操作方法の指導を受けました。こういう機会がないと
見られませんので、私も含めて参加のみなさんも真剣に見聞きしていました。

防災訓練

　③AED取扱い訓練
　救急救命の措置方法について学
びました。
　応急手当てとしては倒れている
人に声を掛けて状況を把握するこ
と、次いで人工呼吸と心臓マッ
サージの方法およびAEDの取り
扱い方を体験しました。
　このような機会はなかなかない
と思いますので、未だ参加された
事のない方は、一度防災訓練に参
加される事をお勧めします。災害
時に役立つ事は間違いないと感じ
ました。
� （広報部）

ｈ
県
道
２
９
９
滝
不
動
前
舗
道
修
理
（
10

／
21
（
月
）
～
11
／
８
（
金
）
迄
）

　

工
事
区
間
：
西
武
検
修
場
入
り
口
付
近

～
飯
能
斎
場
前
付
近
（
片
側
通
行
規
制
）

以
上



武 蔵 台 だ よ り

る
積
乱
雲
に
間
違
い
な
い
と
確
信
を
持
ち

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
私
は
海
釣
り
を
し
ま
す
が
、

温
暖
化
の
影
響
で
海
流
も
変
わ
っ
て
し
ま

う
の
か
、
相
模
湾
で
は
数
年
前
か
ら
30
㎏

級
の
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
が
夏
場
回
遊
す
る
よ

う
に
な
り
、
太
公
望
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
魚
種

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

何
か
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

武
蔵
台
２
０
２
０
年

四
丁
目　

Ｋ

　

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

決
ま
っ
た
。
あ
と
七
年
、
そ
の
頃
高
麗
武

蔵
台
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

む
か
し
、
高
麗
駅
の
南
側
は
建
物
が
何

も
無
く
美
し
い
山
の
姿
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

木
綿
沢
、
山
王
塚
、
滝
不
動
と
ゆ
か
り
の

名
前
が
今
も
残
る
。

　

昭
和
の
終
わ
り
に
引
っ
越
し
て
き
て
、

以
来
25
年
、
い
ま
や
定
年
と
な
り
通
勤
苦

か
ら
も
解
放
さ
れ
豊
か
な
自
然
の
中
で
の

生
活
を
満
喫
し
て
い
る
。
気
が
つ
く
と
住

ま
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
す
べ
て
の
働
き
手
は
リ

タ
イ
ア
し
て
年
金
暮
ら
し
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

武
蔵
台
は
と
し
よ
り
の
街
と
な
っ
た
。

過
疎
化
が
進
み
若
者
が
減
っ
て
子
供
が
い

な
く
な
っ
た
。
東
急
ス
ト
ア
や
個
人
商
店

（6）2013年11月1日
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“
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
”
と
不
思
議
な

く
ら
い
、
お
彼
岸
を
境
に
季
節
が
変
わ
り

ま
す
ね
。
た
だ
昨
今
、
気
候
に
関
し
て
は

地
球
の
温
暖
化
が
原
因
で
あ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜
巻
等
の
気

候
変
動
（
異
常
気
象
）
が
増
え
て
い
る
様

に
感
じ
ま
す
。　

　

最
近
私
が
体
験
し
た
事
を
記
し
ま
す
。

　

９
月
１
日
（
PM
４
時
過
ぎ
）、
私
は
大
宮

か
ら
車
で
帰
宅
途
中
、
国
道
16
号
線
の
上

江
橋
を
渡
る
際
に
、
荒
川
上
流
か
ら
下
流

の
上
空
を
、
今
ま
で
見
た
事
が
な
い
、
黒

く
低
い
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
気
味
の
悪
い

雲
が
流
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

　

上
江
橋
は
遊
水
域
の
土
手
か
ら
土
手
へ

と
、
長
く
比
較
的
高
い
位
置
に
設
置
さ
れ

た
橋
で
あ
る
た
め
、
走
行
中
、
周
囲
に
は

高
い
物
が
何
も
無
く
、
今
に
も
落
ち
て
き

そ
う
な
雷
や
ヒ
ョ
ウ
、
竜
巻
が
発
生
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
心
に
駆
ら
れ

ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
何
事
も
無
く
渡
り

き
る
事
が
で
き
ま
し
た
が
、
翌
日
発
生
し

た
、
越
谷
市
の
竜
巻
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

あ
の
雲
が
ス
ー
パ
ー
セ
ル
と
呼
ば
れ
て
い

が
撤
退
し
、
か
わ
り
に
病
院
と
介
護
施
設

が
拡
大
し
た
。

　

し
か
し
、
年
寄
り
パ
ワ
ー
は
健
在
で
あ

る
。
数
年
後
に
は
１
０
０
歳
を
祝
う
長
寿

の
方
が
何
人
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
の
か
楽
し
み
で
あ
る
。

　

電
気
の
使
用
を
大
切
に

六
丁
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今
年
の
夏
は
異
常
に
暑
く
、
四
万
十
市

で
は
41
度
を
記
録
し
た
。
そ
し
て
各
地
で

雷
を
伴
う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
し
、
家
屋

浸
水
・
停
電
を
も
た
ら
し
、
埼
玉
や
千
葉
・

栃
木
で
は
、
竜
巻
に
よ
る
家
屋
崩
壊
等
異

常
現
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
た
。

９
月
に
入
っ
て
ほ
ぼ
日
本
列
島
を
縦
断
し

た
台
風
に
よ
り
、
河
川
氾
濫
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
起
き
た
。　

　

幸
い
に
も
我
々
の
住
む
地
域
は
、
猛
暑

と
台
風
の
時
、
時
折
豪
雨
が
襲
っ
て
き
た

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
現
象
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
大
で
あ
る
。
地
球
の
気
温
の
上
昇
、

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
今
後
益
々
自
然
災

害
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
温
室
効
果
ガ
ス

（
主
に
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
）
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
。
電
気
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、
二

酸
化
炭
素
の
量
も
増
え
る
。
ま
た
乱
開
発

に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
い
、
酸
素
を

作
り
出
し
て
く
れ
る
森
の
木
が
沢
山
伐
採

さ
れ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。　

　

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
今
以
上
に

電
気
の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
こ
と
を
常
に

心
が
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

編　

集　

後　

記

田　

口　

庸　

一
（
89
歳
）
三
─
十
三
─
十
九

ご
逝
去
日　

九
月
十
八
日　

倉　

谷　

君　

恵
（
89
歳
）
一
─
十
五
─
十
五

ご
逝
去
日　

九
月
二
十
四
日

高　
　
　

尚　

男
（
75
歳
）
三
─
十
七
─
一

ご
逝
去
日　

十
月
六
日　
　

吉　

田　

美
代
子
（
73
歳
）
一
─
四
十
六
─
十
三

ご
逝
去
日　

十
月
二
十
一
日

　

今
日
は
快
晴
。
台
風
27
号
が
爽
快
な
青
空
を

残
し
て
い
き
ま
し
た
。
秋
風
の
気
配
の
中
で
小

学
校
の
校
庭
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
声
も
爽
や
か

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
今
年
は
極
端
な
天
候
で

す
。
リ
レ
ー
随
想
で
も
「
温
暖
化
」
を
危
惧
す

る
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
っ
た
く

同
感
で
す
。
暑
す
ぎ
た
り
、
豪
雨
だ
っ
た
り
と

環
境
の
変
化
を
考
え
せ
ら
れ
る
日
々
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。　
　

　

さ
て
、
こ
の
３
３
０
号
で
は
多
岐
に
亘
っ
て
広

報
部
員
が
取
材
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
来
る
秋

の
景
色
を
思
い
、
去
り
ゆ
く
季
節
を
写
真
に
重

ね
て
記
事
を
楽
し
ん
で
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
大
入
）

ちょっとよい言葉　　親切は社会を結びつけている黄金の鎖である


